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蔽領域や水のハレーション，土壌収縮などの誤差要因をクリアした。40, 80, 120 mm/h の連
続降雨条件下における絶対及び相対誤差が改善され，リル等の規模の小さい水食において本
システムによるモニタリングの可能性が提案された。  















ロールする機能が推測され，成長阻害水分点を現行の pF3.0 から pF4.2 まで増加させるこ
とが示唆された。この結果，人工土壌の総迅速有効水分量は pF3.0 の場合より 2倍近く増
加し, 有効雨量の増加と補給灌漑水量の減少が評価できることを明らかにした。 
４．塩水灌漑によって常緑キリンソウの耐塩性について検討した。葉内水ポテンシャルは, 6～
12dS/m 塩水区では-2.5MPa 以上で良質水区と大差なかった。葉面積指数および乾物重量は，
灌水濃度の増加にしたがって減少した。18dS/m 塩水区では-3.0MPa 以下を示したが，常緑キ
リンソウの枯死がみられず，耐塩性が高いことが明らかになった。  
本研究は，斜面薄層基盤を有する屋上緑化において，まずデジタルカメラを用いた水食モニタリン
グ・システムを提案し，つぎに人工土壌の理化学的特性と緑化植物の耐乾性・耐塩性特性が，水食防
止と灌漑計画に優れた効果を有することを明らかにしたものである。これらの結果は，わが国におけ
る屋上緑化の普及に貢献すると同時に，乾燥地における緑化や土壌劣化の研究に大きな意義を有する
ものであり，学位論文として十分な価値があるものと判定する。 
 
